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388　　　　 妊娠 中毒症 の 病態 お よび 胎兇発育 遅廷

　 と 母児に お け る細胞膜脂 肪酸組 成 と酸化防御 機構

　 の 変動
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［目的］妊娠の 成立過程や胎盤 の形成に は 、 各種

の 接着分子 の 関与が報告され 、 こ の 現象は妊娠中

毒症などの 病態に も関係 して い る もの と推察 され

る 。 今回、接着分子 の 抗体 を使用 して重症妊 娠中

毒症 の 母体末梢好中球に お け る接着分子 の 測定結

果に つ い て の 検討を行 っ た D

［方法］重症妊娠中毒症と診断された症例の
、 入

院時の 末梢血検体をデキ ス トラ ン 法を使用 して 好

中球層を分離 し、PMA（phorbho ］　 myristate 　aceta

te）で刺激 した後に 、 接着分子 と して 白血球に 特

異的なCDII　a 、 CDIIb 、 CDllc 、 CDI8の 各 々 の 抗

体を反応 させ 、 さらに 2 次抗体を加え た 後に 、 付

着性細胞 自動解析装置 （ACAS　570）を使用 して 画

像 を解析 し、蛍光量を測定 し検討 した 。 また 苅照

として非妊 娠 、 妊 娠後期症例に っ い て 測定 し比較

検討 した。

［成績］非妊娠症 例 （n ＝10）の CDllaの 測定蛍光

量 は単位好中球あた り 30．　15± 16．　37 、 CDllbで

は 43．　13± 21．73 、CD1］c では 21．20± 5．66、　 CD

18で は 32．30± 18．13 で あ っ た 。 妊 娠後期症例

（n＝10）で は各 々 17．46± 10．19 、 32．05± 23．0

8 、 　15．14± 8．29、 　23．21± 17．56 で あ っ た 。 重

症妊娠中毒症 （n＝5 ）で は各接着分子が有意 に 高

い値を示 した （Pく0，005〜0．001） 。

匚結論コ妊娠に よ り白血球が 活性化 さ れ活性酸素

の産生が増加する事実や 、 接着分子の 関係す る免

疫現象が 正常妊娠 に も関係 して い る こ とが報告さ

れ て い る 。 今回 の 測定結果 に よ り接着分子が妊娠

中毒症症例で は正常妊娠に比較して高い 値を示 し

て い る こ とか ら 、 活性化された 白血球が血管内皮

細胞に接着 し細胞障害 を起 こ し易 い 状態に な っ て

い る状況が想 定され、妊娠中毒症 の基本的な病態

に接着分子が関与 して い る こ とが示 唆された 。

［E 的］妊娠 中 毒症（PIH）妊婦の糾i胞膜脂ll方酸動

態 と 酸化防御機構 の 変動を検討
’
し、PIH の 病態形

成 や 胎児発育 との 関連 を検討 した。　 ［方法］正常

末期妊婦10例 と重症P旧 妊婦5例 に つ き 早朝空腹

時 に 採血 し、全甑漿中 と各リ ボ蛋白分画中の 過酸

化脂質（LPO ）をTBA 法 で
、
　 Vl　tamin 　E（VE ）濃度を蛍

光法 で 測定 した。また 分娩時 に 臍帯 lliLと母イ本1雅脈

lflj、をヘ パ リ ン 採 mLし、赤1血1球を分離後、溶 胤 に よ

り赤 凶隊 膜成分 を得 た、，赤川．球膜中 の VE は HPLC

で、脂肪酸組成はFolchの 変法で膜脂質を抽出 し、

GaschrematOgraphyで分析
・
測定 した 。 　L成績］1．

PIH 妊婦 で は、正常妊婦 に 比 しLDL 分画 1．klの LPO

濃度は高値を示 し、 HDL とLD し分画中の VE 濃度

は低値 を示 し た 。 2．母休赤 1f【L球膜中 の VE 濃度 は

正常妊娠群 に 比べ P旧 群 で 低値 の 傾向を万こし た。

3赤 Lrll球膜中 の 飽和脂肪酸 の 割合 は 、1呵群 の 母体

問に 差 はな い が、胎児で は Ill常妊娠群 に 比べ PIH

群 の 方 が や や低値で あ っ た 。 P田 妊婦 の 赤 血 球膜

多価不飽和脂肪酸（PUFA ）と ω
一3！ω 一6比 1よ 1E 常妊

婦 に 比 べ 有意 にイ邸直で あ っ た （p（O．03とPKO．05）が、

【UGR 合併 PIH症例 で は さ ら に 低値 で あ っ た。　 IUG

R 合併PiH 症例 の 胎児赤血球膜 PUFA お よび ω
一3／ω

一6比 は 非合併症例 に 比べ 低値で あ っ た 6　耀論 ］

PIH 妊婦 に お け る LDL 分 画中の しPO 濃度 の 増加 と

HDL 分闘中のV巳濃度の 低
’
卜
’
および赤lllり求膜 1

’
1・1 のV

E濃度 の 低 下 は、生体膜 に お け る 抗酸化機構 の 減

弱に よ り細胞膜障害が 惹起 さ れ て い る こ と を示峻

す る 。 赤血球膜 PUFA と ω
一3！ω

・6比 が IUGR 合併PI

H群 の 母体と胎児 で 低他 を示 した こ と は、膜 の 流

動性 の 減弱 と 血液凝固線溶系 の 尢進 に よ る 末梢循

環障 害が 起 こ っ て い る こ と を示唆 し、胎児発育 障

害 の 原 因の
一

つ と な っ て い る こ とが推察 され た 。
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